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1. 2025年3月期第2四半期（中間期）の連結業績（2024年4月1日～2024年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期中間期 23,503 0.9 148 △8.0 △7 ― △276 ―

2024年3月期中間期 23,286 22.4 161 ― 680 ― 293 ―

（注）包括利益 2025年3月期中間期　　944百万円 （61.9％） 2024年3月期中間期　　582百万円 （59.3％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期中間期 △20.50 ―

2024年3月期中間期 21.81 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2025年3月期中間期 37,539 10,659 28.4

2024年3月期 36,092 9,813 27.2

（参考）自己資本 2025年3月期中間期 10,644百万円 2024年3月期 9,799百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― ― ― 10.00 10.00

2025年3月期 ― ―

2025年3月期（予想） ― 12.00 12.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 50,000 2.8 1,050 1.3 900 △47.3 600 △40.1 44.52

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

注）詳細は、添付資料９ページ「２．中間連結財務諸表及び主な注記（4）中間連結財務諸表に関する注記事項（中間連結財務諸表の作成に

　　特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期中間期 21,063,240 株 2024年3月期 21,063,240 株

② 期末自己株式数 2025年3月期中間期 7,586,242 株 2024年3月期 7,586,232 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2025年3月期中間期 13,477,001 株 2024年3月期中間期 13,477,009 株

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意）

　　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ
の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

　　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当中間決算に関する定性的情報（3）連結業
績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社の組織体制は、2024年４月１日よりこれまで以上に指示命令系統を明確にし、意思伝達系統を簡素化するこ

とで迅速な業務執行の促進を図るため事業本部制から本部制に移行し、執行役員制度を廃止いたしました。

また、管理職も部長・課長職からマネージャー職に移行し、一階層にすることでフラットな組織にいたしまし

た。その結果、現場での意思決定を速め、早期に課題解決を図る体制へと移行しております。

事業面では、営業は地域別とし、グループすべての製品を扱うことで効率をアップしております。開発では、グ

ループを横断して技術を共有し競争力の高い製品開発に努めております。また、グループ間の組織を融合しこれま

で以上に事業シナジーを追求して参ります。

当中間連結会計期間における当社グループの業績は、売上高23,503百万円（前年同中間期比0.9％増）となりま

した。利益面では、売上総利益率が改善する一方で、円高の進展により為替差損を185百万円計上しました。この

結果、営業利益148百万円（前年同中間期比8.0％減）、経常損失7百万円（前年同中間期は経常利益680百万円）、

親会社株主に帰属する中間純損失276百万円（前年同中間期は親会社株主に帰属する中間純利益293百万円）となり

ました。

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。

なお、2024年４月１日付の組織変更に伴い、当中間連結会計期間より、従来「映像＆ＩＴ事業」に含まれていた

一部の当社事業（ドライブレコーダー、デジタルタコグラフの業務用車載器や医療機器等）及び一部の連結子会社

の報告セグメントを「ロボティクス事業」に変更しております。

前中間連結会計期間のセグメント情報は、この組織変更後のセグメント区分に基づき作成したものを開示してお

ります。

①　映像＆ＩＴ事業

シンガポールの子会社２社（アジア地域でのサイバーセキュリティ製品の卸売及びオフィス機器やＡＶシステ

ムの販売）は、引き続き堅調に推移いたしました。海外教育市場では、アメリカ及びヨーロッパの子会社が堅調

に推移し収益に貢献しました。国内の教育市場向けの書画カメラや電子黒板の販売は、文部科学省による2019年

から開始したＧＩＧＡスクール構想（生徒１人に１台のコンピューターと高速ネットワークを整備）で導入した

機器の入れ替えが進み、前年同中間期対比では増加いたしました。今後、更新需要の増加が期待され、ＧＩＧＡ

スクール構想第２期を念頭に活動を強化していきます。

これらの結果、映像＆ＩＴ事業における当中間連結会計期間の売上高は16,413百万円（前年同中間期比11.0％

増）、営業利益は434百万円（前年同中間期は営業損失21百万円）となりました。

②　ロボティクス事業

　国内のＦＡ関連機器等の販売では、国内子会社のはんだ付けロボットは堅調に推移しましたが、国内の量産機

や検査装置が前年同中間期実績を下回りました。一方、中国では工場の設備投資環境悪化の長期化に備え、経費

削減による体質強化に努めております。

これらの結果、ロボティクス事業における当中間連結会計期間の売上高は7,090百万円（前年同中間期比

16.6％減）、営業損失は290百万円（前年同中間期は営業利益187百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当中間連結会計期間末における流動資産は27,195百万円となり、前連結会計年度末に比べ834百万円増加いた

しました。これは主に受取手形及び売掛金が324百万円、電子記録債権が497百万円減少した一方で、現金及び預

金が708百万円、商品及び製品が876百万円、仕掛品が292百万円増加したことによるものであります。固定資産

は10,344百万円となり、前連結会計年度末に比べ612百万円増加いたしました。これは主に有形固定資産が63百

万円、無形固定資産が515百万円、投資その他の資産が33百万円増加したことによるものであります。

この結果、総資産は37,539百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,447百万円増加いたしました。

（負債）

当中間連結会計期間末における流動負債は21,513百万円となり、前連結会計年度末に比べ385百万円増加いた

しました。これは主に短期借入金が626百万円増加したことによるものであります。固定負債は5,366百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ215百万円増加いたしました。これは主に長期借入金が197百万円増加したことによ

るものであります。

この結果、負債合計は26,880百万円となり、前連結会計年度末に比べ600百万円増加いたしました。
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（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産合計は10,659百万円となり、前連結会計年度末に比べ846百万円増加い

たしました。これは主に利益剰余金が411百万円減少した一方で、為替換算調整勘定が1,262百万円増加したこと

によるものであります。

　この結果、自己資本比率は28.4％（前連結会計年度末は27.2％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2024年５月10日の「2024年３月期　決算短信」で公表いたしました通期の連結業

績予想から変更はありません。

　なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,191,204 3,899,511

受取手形及び売掛金 11,024,927 10,700,661

電子記録債権 1,157,190 659,790

商品及び製品 3,836,739 4,712,890

仕掛品 1,427,979 1,720,317

原材料及び貯蔵品 3,285,227 3,413,169

その他 2,535,305 2,181,103

貸倒引当金 △97,810 △91,795

流動資産合計 26,360,765 27,195,649

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,062,971 1,050,557

土地 2,588,962 2,590,286

その他（純額） 1,709,795 1,784,396

有形固定資産合計 5,361,729 5,425,239

無形固定資産

のれん 1,308,266 1,273,637

その他 1,430,658 1,980,617

無形固定資産合計 2,738,924 3,254,255

投資その他の資産

その他 1,670,869 1,704,571

貸倒引当金 △39,752 △39,752

投資その他の資産合計 1,631,116 1,664,819

固定資産合計 9,731,770 10,344,314

資産合計 36,092,535 37,539,963

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,082,846 6,128,984

短期借入金 10,775,909 11,402,327

未払法人税等 271,644 267,139

賞与引当金 252,382 241,883

その他 3,744,784 3,473,036

流動負債合計 21,127,567 21,513,371

固定負債

長期借入金 4,211,652 4,409,203

退職給付に係る負債 18,896 20,119

その他 920,933 937,328

固定負債合計 5,151,482 5,366,652

負債合計 26,279,049 26,880,023

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,500,000 2,500,000

資本剰余金 3,456,918 3,456,918

利益剰余金 4,051,751 3,640,669

自己株式 △1,917,642 △1,917,647

株主資本合計 8,091,028 7,679,940

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △62 △6,994

為替換算調整勘定 1,708,696 2,971,092

その他の包括利益累計額合計 1,708,633 2,964,097

非支配株主持分 13,823 15,900

純資産合計 9,813,485 10,659,939

負債純資産合計 36,092,535 37,539,963
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

売上高 23,286,483 23,503,350

売上原価 18,587,997 18,580,084

売上総利益 4,698,485 4,923,265

販売費及び一般管理費 4,537,173 4,774,929

営業利益 161,312 148,336

営業外収益

受取利息 3,288 8,277

受取配当金 406 8,048

為替差益 481,659 －

不動産賃貸料 3,474 3,474

助成金収入 9,692 7,352

受取保険金 7,837 32,561

その他 64,838 44,755

営業外収益合計 571,196 104,470

営業外費用

支払利息 42,210 68,470

為替差損 － 185,009

その他 9,674 7,198

営業外費用合計 51,884 260,678

経常利益又は経常損失（△） 680,624 △7,870

特別利益

固定資産売却益 3,303 2,535

特別利益合計 3,303 2,535

特別損失

固定資産売却損 2,679 116

固定資産除却損 7,080 1,124

製品保証引当金繰入額 201,880 －

その他 66 －

特別損失合計 211,707 1,241

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損

失（△）
472,220 △6,576

法人税等 163,940 267,658

中間純利益又は中間純損失（△） 308,280 △274,235

非支配株主に帰属する中間純利益 14,395 2,077

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株主に

帰属する中間純損失（△）
293,885 △276,312

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

中間純利益又は中間純損失（△） 308,280 △274,235

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,809 △6,931

為替換算調整勘定 276,469 1,225,267

その他の包括利益合計 274,660 1,218,335

中間包括利益 582,941 944,100

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 563,373 942,023

非支配株主に係る中間包括利益 19,567 2,077

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損失

（△）
472,220 △6,576

減価償却費 448,073 480,047

のれん償却額 265,367 229,592

賞与引当金の増減額（△は減少） △20,118 △11,505

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,353 △679

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16,715 △11,554

受取利息及び受取配当金 △3,695 △16,326

助成金収入 △9,692 △7,352

受取保険金 △7,837 △32,561

支払利息 42,210 68,470

為替差損益（△は益） △275,701 174,374

固定資産除却損 7,080 1,124

固定資産売却損益（△は益） △623 △2,418

売上債権の増減額（△は増加） 2,709,259 1,481,193

棚卸資産の増減額（△は増加） △186,878 △794,066

前払費用の増減額（△は増加） △338,960 94,239

仕入債務の増減額（△は減少） △2,297,878 △355,515

未払金の増減額（△は減少） △217,291 △347,257

未払消費税等の増減額（△は減少） △184,049 △196,517

その他 △127,975 384,887

小計 259,147 1,131,595

利息及び配当金の受取額 4,486 33,997

助成金の受取額 9,692 7,352

保険金の受取額 7,837 32,561

利息の支払額 △42,536 △67,276

法人税等の支払額 △311,997 △273,157

法人税等の還付額 38,580 17,557

営業活動によるキャッシュ・フロー △34,788 882,630

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △276,144 △196,019

有形固定資産の売却による収入 103,786 4,582

無形固定資産の取得による支出 △13,433 △18,815

投資有価証券の取得による支出 △3,453 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出 △257,717 －

事業譲受による支出 － △590,270

関係会社株式の取得による支出 △57,500 △47,432

その他 135,995 △19,303

投資活動によるキャッシュ・フロー △368,467 △867,259

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 49,400 402,160

長期借入れによる収入 800,000 1,729,496

長期借入金の返済による支出 △1,242,453 △1,339,883

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △106,548 △164,156

配当金の支払額 － △134,770

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得による

支出
△70,980 －

その他 △0 △5

財務活動によるキャッシュ・フロー △570,581 492,841

現金及び現金同等物に係る換算差額 126,310 200,093

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △847,527 708,306

現金及び現金同等物の期首残高 3,683,306 3,191,204

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 365,592 －

現金及び現金同等物の中間期末残高 3,201,372 3,899,511

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、見積実効税率を使用できない会社については、法定実効税率を使用しております。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

中間連結損益

計算書計上額

（注）２
映像＆ＩＴ

事業

ロボティクス

事業
計

売上高

顧客との契約から生じる収益 14,782,531 8,503,951 23,286,483 － 23,286,483

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 14,782,531 8,503,951 23,286,483 － 23,286,483

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 427,469 427,469 △427,469 －

計 14,782,531 8,931,421 23,713,953 △427,469 23,286,483

セグメント利益又は損失（△） △21,720 187,750 166,029 △4,717 161,312

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△4,717千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「映像＆ＩＴ事業」セグメントにおいて、2023年４月25日付でウェルダンシステム株式会社の株式を取

得したことに伴い、当中間連結会計期間より同グループを連結の範囲に含めております。このことによ

り、のれんが309,154千円発生しております。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注）１

中間連結損益

計算書計上額

（注）２
映像＆ＩＴ

事業

ロボティクス

事業
計

売上高

顧客との契約から生じる収益 16,413,204 7,090,146 23,503,350 － 23,503,350

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 16,413,204 7,090,146 23,503,350 － 23,503,350

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 311,113 311,113 △311,113 －

計 16,413,204 7,401,260 23,814,464 △311,113 23,503,350

セグメント利益又は損失（△） 434,973 △290,026 144,946 3,389 148,336

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額3,389千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、中間連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「映像＆ＩＴ事業」セグメントにおいて、2024年６月30日付で株式会社ブイキューブの緊急対策とフ

ィールドワークの専門領域に特化したＤＸ支援を行うプロフェッショナルワーク事業を譲り受けたこと

に伴い、当中間連結会計期間において、のれんが126,979千円発生しております。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

2024年４月１日付の組織変更に伴い、当中間連結会計期間より、従来「映像＆ＩＴ事業」に含まれてい

た一部の当社事業（ドライブレコーダー、デジタルタコグラフの業務用車載器や医療機器等）及び一部の

連結子会社の報告セグメントを「ロボティクス事業」に変更しております。

なお、前中間連結会計期間のセグメント情報は、この組織変更後のセグメント区分に基づき作成したも

のを開示しております。
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